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1．はじめに

　アクティブ・ラーニングは、2012 年に出さ
れた文部科学省（以下文科省と略す）の中央教
育審議会（以下中教審と略す）の答申である
「新たな未来を築くための大学教育の質的転換
に向けて─生涯学び続け、主体的に考える力を
育成する大学へ─」において教育方法として強
調された。そして中教審は大学教育において
「従来のような知識の伝達・注入を中心として
授業から、教員と学生が意思疎通を図りつつ、
一緒に切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知
的に成長する場を創り、学生が主体的に問題を

発見し解を見だしていく能動的学修（アクティ
ブ・ラーニング）への転換が必要である」（中
教審, 2012）と述べている。さらに、中教審は
「個々の学生の認知的、倫理的、社会的能力を
引き出し、それを鍛えるディスカッションや
ディベートといった双方向の講義、演習、実験、
実習や実技等を中心とした授業への転換によっ
て、学生の主体的な学修を促す質の高い学士課
程教育が求められる」（中教審, 2012）と述べて
いる。つまり、中教審は、大学教育における従
来の教員の一方的な講義形式から学生の能動的
な学びへの質的転換を求めている。
　中教審は、アクティブ・ラーニングについて
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「課題発見・解決に向けた主体的・協働的な学
び」（中教審, 2015）と定義した。さらに中教審
（2015）は「学士課程教育の再構築に向けて（審
議会経過報告）（案）用語解説（案）」において、
アクティブ・ラーニングを「伝統的な教員によ
る一方的な講義形式の教育とは異なり、学習者
の能動的な学習への参加を取り入れた教授・学
習法の総称。学習者が能動的に学ぶことによっ
て、後で学んだ情報を思い出しやすい、あるい
は異なる文脈でもその情報を使いこないやすい
という理由から用いられる教授法。発見学習、
問題解決学習、経験学習、調査学習などが含ま
れるが、教室内でのグループ・ディスカッショ
ン、ディベート、グループ・ワークなどを行う
ことでも取り入れられる」（中教審, 2015）と用
語解説している。アクティブ・ラーニングの方
法は、自発的に自ら発見できる経験を通した学
習方法であり、自ら調べる学習方法でもある。
具体的なアクティブ・ラーニングの方法は、グ
ループで討議する、ディベートをするといった
グループ活動に一つの特徴がある。
　他方、クリエイティブ・ドラマは、1920 年
代に「ジョン・デューイ（John Dewey）、フラ
ンシス・パーカー（Francis Parker）、ウィリア
ム・キルパトリック（William Kirkpatrick）、
ヒューズ・メアンズ（Hughes Mearns）といっ
た進歩主義教育者が、『全人的発達（the whole 
child）』の教育を強調した」（Rosenberg, 1987, 
p.19）ことを受けて、その具体的教育方法とし
て発展した。この「全人的発達」という教育は、
「子どもたちのスピリットと感情は、彼らのマ
インドの教育と同様に重要であること」
（Rosenberg, 1987, p.19）を主張した。さらに、
この教育は、「暗記よりも経験が、学びの鍵で
ある」（Rosenberg, 1987, p.19）と指摘した。
これは、従来のアメリカの演劇教育が「休日の

イベントとして脚本や詩を暗記して上演してい
た」（Rosenberg, 1987, p.19）ことから、演劇
をすること自体を重視した過程中心の活動へ移
行するきっかけになった。つまり、「演じると
いう過程は、実際の演劇作品の上演より価値が
ある」（Rosenberg, 1987, p.19）、ということで
ある。このことから、クリエイティブ・ドラマ
は、「学習者の能動的な学習への参加を取り入
れた教授・学習法」としてのアクティブ・ラー
ニングと共通した方法を含むと考える。さら
に、クリエイティブ・ドラマは、グループ活動
であるので、アクティブ・ラーニングの学習方
法のグループによる学習方法と共通している。
　日本において、中井俊樹ら（2015）は、アク
ティブ・ラーニングの大学教育の授業における
具体的意方法を提示した。松下佳世ら（2015）
は、「ディープ・アクティブラーニング」の理
論と実践について言及した。保育者養成におい
て演劇をアクティブ・ラーニングに応用した研
究として、直井玲子（2015）の演劇教育を「保
育内容」の授業に導入した研究がある。大村勅
夫（2015）は、高校の古典の授業でアクティブ・
ラーニングとして演劇を導入した。大橋眞ら
（2014）は、教養教育でアクティブ・ラーニン
グとしてインプロヴィゼーションからはじまる
パフォーマンスを導入した授業を実施した。松
田直行は、新入生セミナーにおいてアクティ
ブ・ラーニングとして演劇を導入し「社会と人
間」を考えるワークショップを実施した。しか
し、アクティブ・ラーニングとクリエイティ
ブ・ドラマの方法との共通点に着目した研究は
なされていない。
　本論の研究目的は、ジェラルディン・B・シッ
クス（Geraldine Brain Siks）のクリエイティ
ブ・ドラマが、学生の言語表現育成のためのア
クティブ・ラーニングの方法として応用できる
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かを検討することである。研究方法は文献研究
である。具体的には、シックスのクリエイティ
ブ・ドラマのテキストであるCreative Dramat-
ics: An Art for Children（1958）とDrama with 
Children（1977）を取り上げて検討する。

2．アクティブ・ラーニングの方法

　文科省教育課程企画特別部会は、「教育課程
企画特別部会　論点整理」において、アクティ
ブ・ラーニングの学習・指導方法を振り返るた
めの視点として次の 3つをあげている。
　第 1に、「修得・活用・探求という学習プロ
セスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深
い学びの過程が実現できているかどうか」（教
育課程企画特別部会, 2015, p.18）という視点で
ある。いいかえれば、学習過程で問題を発見し
たり、解決したりすることが包含されていなけ
ればならない。つまり、学びを深めるための何
らかの問題解決の機会の存在である。第 2に、
「他者との協働や外界との相互作用を通じて、
自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程
が実現できているかどうか」（教育過程企画特
別部会, 2015, p.18）という視点である。いいか
えれば、物事について深く考えるために学習過
程に教師と子ども、子ども同士のコミュニケー
ションが含まれ、協働する機会を含めなければ
ならない、ということである。第 3に、子ども
たちが「見通しを持って粘り強く取り組み、自
らの学習活動を振り返って次につなげる、主体
的な学びの過程が実現できているかどうか」
（教育過程企画特別部会, 2015, p.18）という視
点である。つまり、子どもたちが、自ら積極的
に物事に取り組み、その取り組みについて振り
返り、意味を見出し、次の学びに発展させてい
くようにする、ということである。

　これらの視点をもち、教師は特定な型のある
学習方法を使用するのではなく、子どもが自ら
積極的に学びための指導と環境を設定すること
が求められている（教育過程企画特別部会, 
2015, p.18）。さらに、教員一人ひとりが、子ど
もの学びの多様性と教育的ニーズと学習内容に
合わせて「研究を重ね、ふさわしい方法を選択
しながら、工夫して実践できる」（教育過程企
画特別部会, 2015, p.18）ようにしなければなら
ない。つまり、アクティブ・ラーニングは、唯
一の方法はなく、教師一人ひとりが、目の前の
子どもに合わせて独自の方法を編み出していか
なければならない。このような考え方は、1920
年代にはじまったクリエイティブ・ドラマの
リーダーに求められることと同じである。ロー
ゼンバーグは、「優れたクリエイティブ・ドラ
マ・リーダーは、それぞれ違っている。クッキー
の型抜きのようなものはなく、優れたクリエイ
ティブ・リーダーに自らなっていくものであ
る」（Rosenberg, 1987, p.15）と述べている。
さらにいえば、一人ひとりのクリエイティブ・
ドラマ・リーダーが、自らの方法を編み出しな
がら、一生をかけて優れたクリエイティブ・ド
ラマ・リーダーになっていくのである。つまり、
クリエイティブ・ドラマには、唯一の方法はな
い。この点において、アクティブ・ラーニング
とクリエイティブ・ドラマは共通している。
　アクティブ・ラーニングの方法の一つに
「ロールプレイ」がある。これは、役割を演じ
ることを通して学び、演じた後に振り返りを行
うことでより深い理解を促すことができる方法
である（中井編, 2015, p.172）。クリエイティ
ブ・ドラマは、参加者が登場人物になって演じ
る活動であるので、まさに「ロールプレイ」を
行っているといえる。さらに、クリエイティ
ブ・ドラマは、クリエイティブ・ドラマ・リー
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ダーのもとで活動を行った後に必ず振り返りを
行う。これも、アクティブ・ラーニングの「ロー
ルプレイ」に共通している。そこで、アメリカ
の著名なクリエイティブ・ドラマ・リーダーで
あるシックスのクリエイティブ・ドラマのテキ
ストを取り上げて検討していく。これらは、進
歩主義の教育がめざしたことと共通している。
たとえば、その主張は「子どもの興味（inter-
est）を尊重し、自主的な生活即学修を行うよ
うに力づける…じっさいの生活を通じて生きる
ことを学び、思考や感情の相互に関係し合う複
合の全体を発達させる学習を行う」（五十嵐ら
編, 1982, p.158）ことである。クリエイティブ・
ドラマは、この教育の具体的方法であるので、
今日のアクティブ・ラーニングと共通すること
があると考える。

3． シックスのクリエイティブ・ドラマ
の考え方と方法

　1920 年代にアメリカのシカゴ近郊にある
ノースウェスタン大学のウィニフレッド・
ウォード（Winifred Ward）が、従来の演劇作
品を上演するため演劇活動とは異なる、子ども
が演じること自体を重視した活動を実験的に
行っていた。そして、1930 年にウォードが、
クリエイティブ・ドラマのテキストとして『ク
リエイティブ・ドラマティクス（Creative 
Dramatics）』を出版したときがクリエイティ
ブ・ドラマのはじまりである。そして、ウォー
ドは、「クリエイティブ・ドラマの母」と呼ば
れている。シックスは、ウォードの愛弟子であ
り、ワシントン大学演劇学部でクリエイティ
ブ・ドラマを長年に渡り教えた。シックスは、
1958年にCreative Dramatics: An Art for Chil-
dren（『子供のための創造教育』1973）を著し
たことにより、クリエイティブ・ドラマ分野で

知られるようになり、1977 年に Drama with 
Children（『子供のための劇教育』1978）、その
改訂版を 1983 年に出版した。前者は、ウォー
ドの影響を強く受けていて、特に文学を重視す
る点において共通している（Rosenberg, 1987, 
p.44）。後者において、シックスは独自の「プロ
セス－コンセプト・ストラクチャー・アプロー
チ（the Process-Concept Structure Approach）」
を考案し、クリエイティブ・ドラマを芸術と言
語芸術として強調した（Rosenberg, 1987, 
p.45）。両書において、シックスの考え方に変
化がみられるので、個々に取り上げてアクティ
ブ・ラーニングとの共通点について検討してい
くことにする。

（1） シックスのCreative Dramatics: An Art for 

Children のアクティブ・ラーニングへの

応用の可能性

　『子供のための創造教育』においてシックス
は、クリエイティブ・ドラマは、「一人ひとり
が、自分自身を表現するように導かれるグルー
プ活動であり、他者と協働してドラマを即興的
に創りあげる喜びを味わう活動である」（Siks, 
1956, p.19）と述べている。そして、クリエイ
ティブ・ドラマの参加者は、「登場人物とアク
ションと対話を創りあげる。そのとき、彼らは
クリエイティブ・ドラマ・リーダーにガイドさ
れながら考えたり、感じたり、目の前の課題に
取り組んだりする」（Siks, 1956, p.19）とシッ
クスは述べている。要するに、参加者は、クリ
エイティブ・ドラマをする過程で即興的に他者
と共に登場人物を演じながら、言葉と身体で自
己表現し、感じたり、考えたり、問題解決した
りする。シックスは、クリエイティブ・ドラマ
には台本がないので、参加者が「登場人物を創
りあげるとき、自分自身を表現するように自由
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に話す」（Siks, 1956, p.19）ことができると指摘
している。つまり、参加者はあらかじめ決めら
れたセリフに縛られることがなく、自分の思っ
たことを即興的に言語で表現できる。さらにい
えば、シックスは、クリエイティブ・ドラマが
「言語芸術における発達に直接的に寄与するさ
まざまなおもしろい経験を提供できる」（Siks, 
1956, p.279）とCreative Dramatics: An Art for 
Childrenで述べている。しかし、この本でシッ
クスは、言語芸術だけを強調しているわけでは
なく、社会や科学や絵画や音楽という教科でも
クリエイティブ・ドラマが活用できるとしてい
る。むしろ、シックスは、クリエイティブ・ド
ラマが、従来の演劇作品の制作より、ドラマ活
動に参加することを重視した活動であることを
強調している。そして、シックスは、クリエイ
ティブ・ドラマの主目的は、「経験することで
ある。それは、子どもの成長と発達を助長する
経験である」（Siks, 1956, p.21）と述べている。
シックスは初期のクリエイティブ・ドラマの目
的を一人ひとりの子どもの成長と発達である、
と大きくとらえている。
　次に、シックスはクリエイティブ・ドラマの
教育的価値として次の 5つをあげている。第 1
に、「自信と創造的表現を発達させる」（Siks, 
1956, p.23）ことである。クリエイティブ・ド
ラマの参加者は、計画段階の話し合いのとき、
登場人物を演じているとき、振り返りのときに
自分を表現できる（Siks, 1956, p.23）。つまり、
クリエイティブ・ドラマは、あらゆる場面で参
加者が自己表現できる機会を提供する。このよ
うな経験を積み重ねることにより、参加者は
徐々に自分の意見や考えを他者と共有すること
を恐れなくなり、むしろ楽しく感じるようにな
る、とシックスは指摘している（Siks, 1956, 
p.23）。クリエイティブ・ドラマは、参加者が

自ら登場人物を表現したり、振り返りで自分の
意見を述べたりするので、アクティブ・ラーニ
ングで求められている「課題発見・解決に向け
た主体的・協働的な学び」（中教審, 2015）と
「対話的な学びの過程」（教育過程企画特別部会, 
2015, p.18）を活動の中で提供できると考える。
　第 2に、「社会的態度と社会的関係を発達さ
せる」（Siks, 1956, p.27）ことである。シック
スは、クリエイティブ・ドラマの「顕著な特質
は、チームワークと呼ばれるグループによる芸
術である」（Siks, 1956, p.27）と指摘している。
参加者は、クリエイティブ・ドラマという芸術
の中で協働しなければならないので、「社会的
態度と社会的関係」を育成できるということで
ある。さらにいえば、参加者は、「グループ経
験の中で他者の考えや気持ちとコミュニケート
しながら、お互いにどのようにかかわるかを学
ぶ」（Siks, 1956, p.28）ことができる。ここから、
クリエイティブ・ドラマは、グループ活動であ
るので、アクティブ・ラーニングの方法である
「グループ・ディスカッション」と「グループ
ワーク」をクリエイティブ・ドラマは、常に
行っているといえる。
　第 3 に、「感情の安定を発達させる」（Siks, 
1956, p.33）ことである。シックスは、「ドラマ
は感情にかかわっている。感情の本来の目的
は、正しく導き、触発することである。ドラマ
の目的は、理にかなった取り上げ方で内なる感
情をかき交ぜたり解き放ったりすることであ
る」（Siks, 1956, p.33）と述べている。具体的
には、参加者たちは、「クリエイティブ・ドラ
マの中で善良な登場人物と悪徳な登場人物を演
じるとき、かれらの感情を訓練している」（Siks, 
1956, p.33）ことになる。これは、アクティブ・
ラーニングの「ロールプレイ」の教育的価値と
共通していると考える。
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　第 4に、「身体的調整力を発達させる」（Siks, 
1956, p.35）ことである。シックスは、「あらゆ
るクリエイティブ・ドラマには、何らかのリズ
ム的動きが含まれている。参加者は、エネル
ギーを放出し、徐々に調整力と均衡力を発達さ
せる」（Siks, 1956, p.36）と述べている。
　第 5 に、「生きる力に役立つ」（Siks, 1956, 
p.36）ことである。シックスは、クリエイティ
ブ・ドラマが参加者の「意識（awareness）を
刺激する」（Siks, 1956, p.37）と指摘している。
シックスは、参加者がクリエイティブ・ドラマ
をする過程で「見たり、聞いたり、感じたりす
ることから、よく見たり聞いたりすることを学
ぶ」（Siks, 1956, p.37）ので「意識」が刺激さ
れると考えている。そして、参加者が「優れた
文学作品をクリエイティブ・ドラマで劇化する
とき、彼らはさまざまな登場人物の人生を生き
る」（Siks, 1956, p.37）ことになる。いいかえ
れば、参加者は、登場人物になってみることを
通して、もし自分がこの人だったらと仮定し
て、考え、行動してみることになる。したがっ
て、クリエイティオブ・ドラマは、参加者の「生
きる力に役立つ」ことになる。これは、アクティ
ブ・ラーニングによって目指されている「生涯
学び続け、主体的に考える力を育成する」（中
教審, 2012）ことに繋がると考える。
　以上のことから、シックスのクリエイティ
ブ・ドラマは、参加者が能動的に活動に参加で
き、グループで活動でき、他者と話し合って協
働でき、活動後に話し合えるので、アクティ
ブ・ラーニングで求められていることを具体化
できる方法であると考える。一方、シックスは、
クリエイティブ・ドラマが言語芸術を発達され
るために効果があるのではないかと考えつつも、
全人的な個人の発達に重きを置き、Creative 
Dramatics の副題である An Art for Children

からもわかるようにクリエイティブ・ドラマを
芸術として位置づけようとしている。

（2） シックスのDrama with Childrenのアクティ

ブ・ラーニングへの応用の可能性

　シックスは、Drama with Childrenにおいて、
教師と指導者がクリエイティブ・ドラマを芸術
として体系的に指導できるための「プロセス－
コンセプト・ストラクチャー・アプローチ」と
いう理論と方法論を提示している。シックス
は、クリエイティブ・ドラマが「ドラマを組み
立て創りあげているところに創造過程があり、
それは具体的には、参加者が感知したり、反応
したり、想像したり、創造したり（即興するこ
と形づくること）、コミュニケートしたり、評
価したりすることである」（Siks, 1977, p.4）と
述べている。これらは、グループ活動の中で自
ら能動的にかかわり、お互いの意思疎通を図り
協働しながら学ぶアクティブ・ラーニングと共
通していると考える。つまり、クリエイティ
ブ・ドラマは、アクティブ・ラーニングのため
の方法として応用できると考える。
　そして、シックスは、これらの経験を体系化
する枠組を構築するために、「演じる人（player）
と脚本をつくる人（playmaker）と観客（audi-
ence）という役割にかかわる技術を学ばなけ
ればならないドラマの本質を基盤にした」（Siks, 
1977, p.4）と述べている。つまり、シックスは、
「演じる人」と「脚本をつくる人」と「観客」
の 3つの視点で考え、それぞれに求められる技
術を体系的に学ぶ方法を考えたのである。
　シックスは、参加者がクリエイティブ・ドラ
マを通して、クリエイティブ・ドラマの主目的
について次の 3つをあげている。第 1に、参加
者の「精神（mind）を開くこと」（Siks, 1977, 
p.9）である。第 2 に、参加者の「想像力と言
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語能力を刺激すること」（Siks, 1977, p.9）であ
る。シックスは、Creative Dramatics: An Art 
for Children おいてクリエイティブ・ドラマの
言語能力の育成について触れていたが、主目的
として上げてはいなかった。しかし、Drama 
with Children において、シックスは参加者が
クリエイティブ・ドラマの経験する中で「探求
したり、共有したり、コミュニケートするとい
う創造的言語過程を通して、自由に創造的に言
語を使う能力を発達させる」（Siks, 1977, p.10）
と述べ、クリエイティブ・ドラマが言語表現の
発達を促すことを指摘している。中井らもロー
ルプレイが、「語学教育や、現場実習の代わり
として用いられることが多い」（中井ら, 2015, 
p.172）と述べ、言語教育の一つの方法として
登場人物を演じることをあげている。第 3に、
「継続的な個人的発達と探究心を喚起すること」
（Siks, 1977, p.9）である。さらに、シックスは、
クリエイティブ・ドラマが「教えるための道具
としても使える。それは、他の教科の事実に基
づく知識やコンセプトを探求する助けになり、
実生活で遭遇するかもしれない社会的経験の
『試行（try-on）』になる」（Siks, 1977, p.10）と
述べている。つまり、クリエイティブ・ドラマ
は、学習方法にもなり、将来出会うかもしれな
いことのリハーサルになる、ということであ
る。したがってクリエイティブ・ドラマは、中
教審答申（2012）で求められている「想定外の
事態に遭遇したときに、そこに存在する問題を
発見し、それを解決するための道筋を見定める
能力」（中教審, 2012, p.9）を育成する方法にな
ると考える。クリエイティブ・ドラマは、「も
し…だったら」と仮想して、登場人物を演じて
みるため、生活や人生で起こりうることを想定
して疑似体験することができる。さらに、身体
と言葉を通して実感できる活動である。

　さらにシックスは、前述したよう「演じる人」
と「脚本をつくる人」と「観客」の 3つの視点
に分け、クリエイティブ・ドラマをすることに
より、次のような言語の発達が促されると考え
た。第 1に、「演じる人」は「非言語的表現と
言語的表現」（Siks, 1977, p.24）の経験をでき
る。非言語的表現の経験により「全身を使って
アクションで自分自身を表現するためのボ
ディ・ムーブメントを育成する」（Siks, 1977, 
p.24）ことができ、「身体の部分を使って言葉
でなくアクションで『話す』せることに気づく」
（Siks, 1977, p.24）とシックスは指摘している。
言語的表現の経験により「声のピッチやプロ
ジェクションを通して意味を伝えるための言語
の使い方に気づく」（Siks, 1977, p.24）とシッ
クスは述べている。さらに、クリエイティブ・
ドラマは、「アクションを通して、意味を確か
めるために言葉を探ることに直接的に焦点を合
わせることができる」（Siks, 1977, p.24）と述
べている。いいかえれば、クリエイティブ・ド
ラマでは行為しながら言葉の意味は何だろうか
と考えられる、ということである。
　第2に、「脚本をつくる人」は「言語を探求し、
口頭による作文（oral composition）と解釈
（oral interpretation）を身につけ、さまざまな
脚本づくりを通して読んだり書いたりできるよ
うになる」（Siks, 1977, p.24）と述べている。「口
頭による作文」では、「プロットと登場人物を
探求することによりセリフと自発的なアクショ
ンを組み立てたり即興したりする」（Siks, 1977, 
p.25）機会を得ることができる。文学の「口頭
による解釈」では、参加者は「物語の劇化の活
動で自発的な即興を通して文学を解釈できる」
（Siks, 1977, p.25）ようになるとシックスは述
べている。このようにクリエイティブ・ドラマ
では、即興的に口頭による解釈を経験できる。
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つまり、参加者は知らず知らずのうちに言語表
現能力を育成できる。それが、楽しい活動であ
ることがクリエイティブ・ドラマの特徴であ
る。クリエイティブ・ドラマは、参加者が「読
む」活動を含む。参加者は、「しばしば劇化す
るために物語や脚本や詩を読む」（Siks, 1977, 
p.25）ようになる。そのために彼らは、活動中
に物語を何度も読むことになる（Siks, 1977, 
p.25）。つまり、参加者はクリエイティブ・ド
ラマの中で読まなければならない状況に置かれ
る。そのことによって自然に読む力がついてい
く。また、クリエイティブ・ドラマは、参加者
が「書く」活動を含む。参加者が、「脚本をつ
くる経験は、活動への積極的なかかわりが生ま
れ、この経験を広げたいと思うとき、書きたい
という気持ちが生まれる」（Siks, 1977, p.25）
とシックスは述べている。たとえば、参加者は
「脚本の異なる結末や始まり、主人公への手紙
や主人公からの手紙を書きたい」（Siks, 1977, 
p.25）と思うようになる。つまり、クリエイティ
ブ・ドラマは、参加者の書きたいという気持ち
を自然に喚起する。
　第 3に、参加者が「観客になると新しい考え
方を獲得する」（Siks, 1977, p.25）ことができ
る。参加者は、クリエイティブ・ドラマで文学
に息を吹き込むことで「聞く力を高め、観察力
を深め、他者の努力と集中力を認め、文学への
理解を深める」（Siks, 1977, p.25）ことができる。
　このようにシックスのDrama with Children
において、参加者は演者と脚本家と観客として
さまざまな言語表現の能力を育成できる機会を
得られる。したがって、クリエイティブ・ドラ
マは、これらの3つの視点があるので、アクティ
ブ・ラーニングの「ロールプレイ」で登場人物
になって演じることより多面的に学生の言語表
現を養成できる可能性があると考える。

4．おわりに

　シックスのクリエイティブ・ドラマは、初期
の Creative Dramatics: An Art for Children よ
り Drama with Children の方が、参加者の言
語表現の育成を強調していることが明らかに
なった。クリエイティブ・ドラマは、アクティ
ブ・ラーニングのすべての方法に当てはまるわ
けではない。しかし、グループ活動、協働作業、
問題解決、言語の表現の機会、ディスカッショ
ン、振り返りと評価、ロールプレイ等を学生に
提供できると考える。今後は、クリエイティ
ブ・ドラマのアクティブ・ラーニングの方法と
しての可能性をさらに探るために、シックスの
「プロセス－コンセプト・ストラクチャー・ア
プローチ」によるクリエイティブ・ドラマの実
践例を取り上げて検討していく。
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